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◇意見などの募集期間　いずれも４月２６日(月) 

～５月２０日(木) 

◇素案の閲覧方法　いずれも４月２６日(月) ～、

市役所（都市魅力課および①は政策推進課、

②は教育総務課）、金剛連絡所、中央・金剛図

書館、中央・金剛・東公民館、人権文化セン

ター、 Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）、すばる
ト ピ ッ ク

ホール、レインボーホール（市民会館）、総合

福祉会館、けあぱる、かがりの郷、保健セン

ター、市民総合体育館、総合スポーツ公園、

きらめきファクトリーまたは市ウェブサイト

（パブリックコメントのページ）でご覧いた

だけます

◇意見などの提出方法　いずれも５月２０日(木) 

（消印有効）までに住所、氏名、電話番号、

ご意見を記入し、はがき、封書、ファクス、

Ｅメールで①は傘５８４-８５１１常盤町１の１　政

策推進課〔鯖(２０)０２００・Ｅメールplan@city.ton

dabayashi.lg.jp〕、②は傘５８４-８５１１常盤町１の１

教育総務課〔鯖(２６)２３００・Eメールkyouikusomu

＠city.tondabayashi.lg.jp〕へ

※直接持参も可。電話での受け付けはできま

せん。なお、提出されたご意見は、反映でき

るように検討させていただきますが、個別に

回答できませんのでご了承ください。

問い合わせ　①は政策推進課（内線５１４）、②

は教育総務課（内線３６６）
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①
第
2
期
富
田
林
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
（
素
案
）

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
　
月

２６

１１

に
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の

対
応
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る

た
め
、
平
成
　
年
度
に
「
富
田

２７

林
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
同
戦
略
の
期
間

満
了
に
伴
い
、「
第
２
期
富
田
林

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
の
素
案
を
ま
と
め

ま
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
トト

を
実
施
し
ま

を
実
施
し
ま
すす

②
富
田
林
市
学
校
教
育
施

設
長
寿
命
化
計
画
（
素
案
）

　
本
市
で
は
、
公
共
施
設
な
ど

の
「
総
量
の
最
適
化
」「
長
寿
命

化
」「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
」
な
ど
、
効
率
的
・
効

果
的
な
維
持
管
理
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
　
年
３

２８

月
に
「
富
田
林
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

　
こ
の
計
画
を
踏
ま
え
、
本
市

学
校
教
育
施
設
に
つ
い
て
も
、

中
長
期
的
な
維
持
管
理
な
ど
に

係
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の
縮
減

や
学
校
教
育
施
設
に
求
め
ら
れ

る
機
能
・
性
能
を
確
保
す
る
た

め
、「
富
田
林
市
学
校
教
育
施
設

長
寿
命
化
計
画
」
の
素
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、
市
の
基
本
的
な
政
策
や
計
画
な
ど
を

立
案
す
る
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
案
を
広
く
公
表
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
考
慮
し
、
市
と
し
て
意
見
交
換
す
る
と
と
も

に
、
意
見
に
対
す
る
市
の
考
え
方
を
公
表
す
る
一
連
の
手
続
き
で
す
。

市アドプト・ロード・

プログラム登録団体募集

　
市
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
市
が
管
理
す

る
道
路
な
ど
の
一
定
区
間
を
、

地
元
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
企
業
な

ど
に
、
清
掃
・
緑
化
な
ど
の
美

化
活
動
を
継
続
的
に
実
施
し
て

い
た
だ
き
、
地
域
の
環
境
美
化

に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

　
市
が
管
理
す
る
道
路
な
ど
を

継
続
的
に
美
化
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
団
体
は
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
２
、
４
１
４
）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、下表のイベントなどが中止
となります

　皆さまにはご

迷惑をお掛けし

ますが、ご理解

いただきますよ

うお願いしま

す。



１１

避難行動要支援者名簿に登録を

　災害時の避難行動要支援者対策として、高齢や

障がいなどで自力で避難することが困難な場合に

本人の申し出などにより「避難行動要支援者名簿」

に登録し、支援が必要な人の情報を適切な情報管

理のもと、地域の支援組織に提供し、いざという

ときに備えていただく取り組みを進めています。

　同名簿への登録を希望する人は、増進型地域福

祉課または地域の民生委員・児童委員までご連絡

ください。

問い合わせ　増進型地域福祉課（内線２７５）

災害による被害を最小限に 　　
～五軒家地域に自主防災会が誕生～

　このたび、五軒家地域において、自然災害によ

る多くの犠牲への危機感と防災が重要であるとの

認識から、自主防災会が結成されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害へ

のいち早い対応など、地域防災の柱として住民の

安全を確保するための活発な活動が期待されま

す。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔察(２３)１１２５〕

防災無線の放送内容が  　　
電話で確認できます

　本市では、防災無線から放送している防災情報

を電話で確認できる防災情報音声案内サービスを

提供しています。防災無線の放送が聞き取りにく

い場合などは、次の電話番号へおかけください。

※通話料はかかりません。

■防災情報音声案内サービス

〔察０８００(８０５)５６５３〕（固定電話、携帯電話共通）

問い合わせ　危機管理室（内線９５０３）
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４
月
１
日
昭
よ
り
、
市
の
組

織
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
増
進
型
地
域

福
祉
・
若
者
施
策
推
進
室
が
次

の
課
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

■
増
進
型
地
域
福
祉
課

　
地
域
福
祉
課
と
増
進
型
地
域

福
祉
・
若
者
施
策
推
進
室
の
一

部
（
増
進
型
地
域
福
祉
に
関
す

る
事
務
）
を
統
合
し
ま
す
。

■
生
涯
学
習
課

　
生
涯
学
習
課
と
増
進
型
地
域

福
祉
・
若
者
施
策
推
進
室
の
一

部（
若
者
施
策
に
関
す
る
事
務
）

を
統
合
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
５
１
４
）

「
浸
水
想
定
区
域
」

が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　
大
阪
府
に
よ
り
、
市
内
を
流

れ
る
河
川
の
浸
水
想
定
区
域
な

ど
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
新
し

い
浸
水
想
定
区
域
な
ど
は
、
大

阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h
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ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て
本
市

で
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
す
る
予

定
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
３
）

市
の
組
織
が

一
部
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
　
～
(木)

春の全国交通安全運動

　
４
月
６
日
昇
か
ら
　
日
昭
ま

１５

で
の
間
「
交
差
点
　
青
で
も
左

右
　
確
認
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交差点　青でも左右　確認を

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
子
供
と
高
齢
者
を

始
め
と
す
る
歩
行
者
の
安
全
の

確
保
」「
自
転
車
の
安
全
利
用
の

推
進
」「
歩
行
者
等
の
保
護
を
始

め
と
す
る
安
全
運
転
意
識
の
向

上
」「
信
号
遵
守
の
徹
底
」
を
重

点
に
交
通
事
故
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
が
全
国
で
実
施
さ
れ

ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

総合福祉会館の駐車場が  
利用しやすくなりました

　総合福祉会館の駐車場拡張工事が完了しました。

　これまで、駐車可能台数が少ないことや、第２駐

車場まで距離が長いことから、施設に隣接した駐車

場を新たに整備しました。利用しやすくなった総合

福祉会館をぜひご活用ください。

問い合わせ　総合福祉会館　〔察(２５)８２６１〕



１２

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
（
婚
姻
予
定
者
、
未

届
け
の
夫
（
妻
）、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
受
領
証
を
交
付
さ

れ
た
人
を
含
む
）
が
あ
る
世
帯

④
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

市
営
錦
織
住
宅
、
市
営
甲
田
住
宅
、

市
営
若
松
団
地
の
入
居
者
を
募
集

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑤
申
込
者
が
独
立
の
生
計
を
営

む
人
で
家
賃
、
共
益
費
を
払
う

こ
と
が
で
き
る
人

⑥
申
込
者
お
よ
び
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
、
暴
力
団
に
よ

る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関

す
る
法
律
第
２
条
第
６
項
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
人

⑦
過
去
に
市
営
住
宅
に
入
居
し

て
い
た
人
は
、
現
に
家
賃
な
ど

の
滞
納
が
な
く
、
か
つ
公
営
住

宅
法
お
よ
び
富
田
林
市
営
住
宅

条
例
に
基
づ
く
明
け
渡
し
の
請

求
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

※
詳
し
く
は
、
申
込
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

申
込
書
の
配
布
　
４
月
１
日
昭

～
　
日
昭
（
土
・
日
曜
日
は
除

１５
く
）
に
、
住
宅
政
策
課
、
金
剛

連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
し
込
み
　
４
月
１
日
昭
～
　１５

日
昭
（
消
印
有
効
）
に
、
指
定

の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
令
和
２
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
特

別
弔
慰
金
が
遺
族
一
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

請
求
期
間
　
令
和
５
年
３
月
　３１

日
画
ま
で

対
象
者
　
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

※
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人
が
い
な
い
場
合
は
、
戦
没

者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
遺
族

（
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
、
戦
没
者
と
１
年
以

上
の
生
計
関
係
が
あ
っ
た
三
親

等
内
親
族
）
の
う
ち
先
順
位
の

人
。

支
給
内
容
　
額
面
　
万
円
（
５

２５

年
償
還
の
記
名
国
債
）

※
支
給
を
受
け
る
に
は
、
請
求

手
続
き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
増
進
型
地
域
福

祉
課
（
内
線
２
７
５
）

第11回

特別弔慰金の

申請を受け付け

小規模修繕工事等契約希望者登録申請を受け付け

　本市では、受注機会の拡大と地域経済の活性化を図るた

め、本市に入札等参加資格の申し込みをしていない事業者

を対象に、次のとおり同申請を受け付けしています。

※現在、登録済みの人は申請不要です。

対象者　市内に主たる事業所を有する個人事業者または法

人で代表者が本市に居住しており、現在本市の建設工事の

入札等参加資格者名簿に登載されていない人（その他、登

録には一定の要件があります）

対象工事・修繕　１件の予定価格が１３０万円以下の工事また

は予定価格が５０万円以下の修繕

登録業種　土木、大工、左官、電気、管、ガラス、板金、

建具、塗装、内装、畳

登録の有効期間　令和４年１０月３１日(月) まで

申請方法　契約検査課に備え付けの申請書類に必要事項を

記入し、傘５８４-８５１１常盤町１の１　契約検査課（内線４７６、

４７７）へ送付または持参

※申請書類は市ウェブサイト（契約検査課のページ）から

ダウンロードもできます。



１３

 通  訳  付 き・ 夜  間 の 無 
つう やく つ や かん む

 料 
りょう

 労  働  相  談 
ろう どう そう だん

　 職 
しょく

 場 での 労  働 
ば ろう どう

 条 
じょう

 件 や 賃  金 、 残 
けん ちん ぎん ざん

 業 
ぎょう

 代 などの 未  払 い、
だい み ばら

 職 
しょく

 場 
ば

のいじめなどについて、 日  本  語 の 理  解 が
に ほん ご り かい

 十 
じゅう

 分 でない 外  国 
ぶん がい こく

 人  市  民 が 相  談 できるよう、「 通  訳  付 き」の 労  働  相  談 を 実  施 
じん し みん そう だん つう やく つ ろう どう そう だん じっ し

します。

　また、 労  働  者 が 相  談 しやすいよう、 奇  数  月 に「 夜  間 」
ろう どう しゃ そう だん き すう づき や かん

の 労  働  相  談 を 実  施 していますので、ぜひご 利  用 くださ
ろう どう そう だん じっ し り よう

い。

● 昼  間  相  談  日 
ひる ま そう だん び

とき　４ 月 、６ 月 、８ 月 、１０ 月 、１２ 月 、２ 月 の 第 ２ 木  曜 
がつ がつ がつ がつ がつ がつ だい もく よう

 日 、 午  後 ２ 時 ～５ 時 
び ご ご じ じ

ところ　 市  役  所 １ 階  市  民  相  談  室 
し やく しょ かい し みん そう だん しつ

● 夜  間  相  談  日 
や かん そう だん び

とき　５ 月 、７ 月 、９ 月 、１１ 月 、１ 月 、３ 月 の 第 ２ 木  曜 
がつ がつ がつ がつ がつ がつ だい もく よう

 日 、 午  後 ６ 時 ～８ 時 
び ご ご じ じ

ところ　 市  役  所  地  下 ９０４ 会  議  室 
し やく しょ ち か かい ぎ しつ

※ 第 ２ 木  曜  日 が
だい もく よう び

 祝 
しゅく

 日 の 場  合 などは、 相  談  日 は 翌  日 などに
じつ ば あい そう だん び よく じつ

 変  更 となります。
へん こう

※ 通  訳 は、 英  語 、
つう やく えい ご

 中 
ちゅう

 国  語 、 韓  国  語 ・
ごく ご かん こく ご

 朝 
ちょう

 鮮  語 、ポルトガル
せん ご

 語 、スペイン 語 、ベトナム 語 に 対  応 できます。
ご ご ご たい おう

 申 し 込 み
もう こ

　４ 月 ６ 日 (
がつ にち

 火 )～、
か

 商 
しょう

 工  観  光  課 （ 内  線 ４８１）へ
こう かん こう か ない せん

（ 申 し 込 み 先 
もう こ せん

 着  順 ）　
ちゃく じゅん

※ 通  訳  付 きの 労  働  相  談 を 希  望 する 場  合 は 相  談  日 の１
つう やく つ ろう どう そう だん き ぼう ば あい そう だん び

 週 
しゅう

 間 
かん

 前 までに 予  約 してください。
まえ よ やく

働くことに関する無料相談

　人権文化センター内にある市就労支援センターでは、

「子どもの手も離れてきたし、そろそろ働きたい」「なか

なか仕事が決まらない」「働きたいけど何から始めていい

のか分からない」など就職について悩みや疑問のある人

を対象に、就労支援コーディネーターによる無料相談を

実施しています。

　また、月１回（原則、第４火曜日）、市役所または金剛

連絡所で出張相談「お出かけ就労支援相談」も実施して

いますので、ぜひご利用ください。

※相談日程・時間・場所などは２８ページ「今月の相談」

をご覧ください。

問い合わせ　市就労支援センター〔察(２４)３７００・鯖(２５)

５９５２〕

特設女性のための電話相談

　新型コロナウイルス感染症に伴う心理的な不安が増す

今、女性の不安や悩みに対応した電話相談を実施しま

す。女性相談員が一緒に考えます。秘密は厳守し、匿名

での相談もできます。

●特設女性のための電話相談〔察(２３)０５６７〕

とき　４月１３日(火) 、午前１０時～午後８時

　また、女性の悩み相談を、毎月実施しています（日程

は２８ページ参照）。土曜日にも実施していますので、平

日は仕事などで相談できない人もぜひご利用ください。

問い合わせ　人権・市民協働課（内線４７４）

　
本
市
で
は
、
令
和
元
年
９
月

に
特
定
生
産
緑
地
の
指
定
申
請

に
必
要
な
書
類
を
市
内
生
産
緑

地
（
平
成
４
年
度
～
６
年
度
指

定
分
）
の
所
有
者
に
送
付
し
、

指
定
希
望
申
請
な
ど
の
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。

　
指
定
を
希
望
す
る
か
し
な
い

か
を
判
断
し
、
ど
ち
ら
の
場
合

で
も
受
付
期
間
内
に
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
書
類
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
都
市
計
画
課
の
ペ
ー
ジ
）
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　

・
平
成
４
年
度
指
定
分
は
令
和

４
年
３
月
末
ま
で

・
平
成
５
年
度
指
定
分
は
令
和

５
年
３
月
末
ま
で

・
平
成
６
年
度
指
定
分
は
令
和

６
年
３
月
末
ま
で

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
定

生
産
緑
地
の
指
定
が
不
可
能
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課

（
内
線
４
５
１
、
４
５
３
）

特
定
生
産
緑
地
の

指
定
に
係
る
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

転入・転出・転居に

関する手続きを

臨時で受け付けます

後
０
時
　
分
か
ら
で
す
。

４５

取
り
扱
い
業
務
　
住
民
異
動

届
、
印
鑑
登
録
、
戸
籍
届
（
受

け
付
け
の
み
）、
住
民
票
の
写

し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
各

種
証
明
書
の
交
付
、
パ
ス
ポ
ー

ト
の
交
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付

※
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
他
市
町
村
な
ど
へ
の
問
い
合

わ
せ
が
必
要
な
場
合
や
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
手
続

き
、
市
民
窓
口
課
以
外
の
手
続

き
な
ど
、
一
部
取
り
扱
い
が
で

き
な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
窓
口
課

（
内
線
１
３
１
、
１
３
２
）

と
き
　
４
月
４
日
掌
、
午
前
９

時
～
正
午

と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
市
民
窓

口
課

※
日
曜
窓
口
コ
ー
ナ
ー
は
、
午

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で開設します。申請

者本人がお越しください。

とき　４月４日(日) 、１１日(日) 、５月２日(日) 、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）　

※４月４日のみ市民窓口課。

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

４月４日(日) 、午前９時～正午



１４

体罰などによらない子育てのために

　児童福祉法などの一部改正により、しつけのため

に体罰をしてはならないことが法定化され、令和２

年４月１日から施行されています。

　「しつけ」は子どもが自立できるために社会のルー

ルを教えることです。親はしつけのためと思ってい

ても、「身体への苦痛」「不快感を与える罰」を与える

ことは軽いものでも体罰に該当します。その行為の

大きさに関係なく、子どもの視点になって考えれ

ば、「痛い・怖い・ 怯 える」ということに変わりなく
おび

成長の助けになりません。

　子育てに悩んだら、気軽に相談してください。

相談窓口　

・こども未来室（内線２０６～２０８）（祝日を除く月～金

曜日、午前９時～午後５時３０分）

・児童相談所虐待対応ダイヤル〔察１８９〕（３６５日、２４

時間、無料）

・府富田林子ども家庭センター〔察(２５)１１３１〕（祝日

を除く月～金曜日、午前９時～午後５時４５分）

　
本
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
産
前
・
産
後

の
家
庭
に
育
児
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間
　
妊

婦
ま
た
は
出
産
後
８
カ
月
以
内

の
産
婦
（
多
胎
児
の
場
合
は
出

産
後
　
カ
月
以
内
）

１２

利
用
回
数
　
利
用
期
間
内
に
　２０

回
ま
で
（
多
胎
児
の
場
合
は
　４０

回
ま
で
）　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
祝

３０

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　
　

利
用
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
５

０
円
（
住
民
税
非
課
税
・
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容
　
食
事
の
準
備
・
後

片
付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、

生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
授
乳

の
準
備
・
サ
ポ
ー
ト
、 沐
  浴
 補

も
く
 
よ
く

助
、
お
む
つ
交
換
、
兄
姉
の
遊

び
相
手
、
保
育
所
な
ど
へ
の
送

迎
の
付
き
添
い
（
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

利
用
申
請
　
母
子
健
康
手
帳
を

持
っ
て
、
こ
ど
も
未
来
室
（
内

線
2
0
５
）
へ

育児ヘルパー事業

をご利用ください

子ども食堂が新たに開設されました

　市内の子ども食堂では、「バランスの良い温かい食事と居心地の

よい地域の居場所」をモットーに、子どもたちに元気を与えよう

とそれぞれ特色のある取り組みをしています。

　このたび、新たに子ども食堂として「カ

レー食堂」（寺池台）が開設されました。

　本市では、地域における子どもの居場所

として「子ども食堂」の運営に取り組む団

体に対して経費の一部を補助するなどの支

援をしています。

　子ども食堂などの開設相談、子ども支援サポーターの登録など

詳しくは、お問い合わせください。

●子ども食堂に寄贈をいただきました

　２月１０日に株式会社フォトスタジオシミズより各子ども食堂に

お米（１０㌔㌘）とお菓子を寄贈いただきました。そのほか、たく

さんの方々からも子ども食堂に食材を寄贈いただいています。

　寄付や食材などの寄贈について詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　こども未来室（内線２８３）

　
４
月
よ
り
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
人
が
、
養
育
費
を
確
実
に
受

け
取
れ
る
よ
う
支
援
す
る
た

め
、
公
正
証
書
な
ど
の
作
成
に

か
か
る
費
用
や
養
育
費
保
証
契

約
を
結
ぶ
際
の
保
証
料
を
補
助

し
ま
す
。

※
い
ず
れ
も
、
一
人
に
つ
き
１

回
に
限
り
ま
す
。

①
公
正
証
書
等
作
成
費
用
補
助

金
事
業

対
象
者
　
市
内
在
住
で
、
４
月

１
日
昭
以
降
に
公
正
証
書
や
調

停
証
書
な
ど
を
作
成
し
た
ひ
と

り
親
家
庭
の
親

補
助
対
象
　
公
証
人
手
数
料（
養

育
費
に
関
す
る
部
分
）
な
ど

補
助
上
限
額
　
３
万
円

ひ
と
り
親
の

養
育
費
確
保
の
支
援
が
始
ま
り
ま
す

②
養
育
費
の
保
証
促
進
補
助
金

事
業

対
象
者
　
市
内
在
住
で
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い

る
ま
た
は
同
様
の
所
得
水
準
に

あ
り
、
４
月
１
日
昭
以
降
に
養

育
費
保
証
会
社
と
１
年
以
上
の

養
育
費
保
証
契
約
を
締
結
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

補
助
対
象
　
保
証
会
社
と
養
育

費
保
証
契
約
を
結
ぶ
際
の
保
証

料
 

補
助
上
限
額
　
５
万
円

※
養
育
費
の
立
て
替
え
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
補
助
を
受
け
る
条
件
や
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（
こ
ど
も
未
来
室
の

ペ
ー
ジ
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
こ
ど
も
未
来
室

（
内
線
２
０
４
）



１５

乳
幼
児
ご
み
シ
ー
ル

　
紙
お
む
つ
を
常
時
利
用
し
て

い
る
３
歳
未
満
の
乳
幼
児
が
い

る
世
帯
に
、
申
請
に
よ
り
ご
み

シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し
ま
す
。

交
付
申
請
　
４
月
１
日
昭
～
、

該
当
す
る
乳
幼
児
の
生
年
月
日

が
確
認
で
き
る
も
の
（
健
康
保

険
被
保
険
者
証
、
医
療
証
な

ど
）
を
持
っ
て
、
環
境
衛
生
課

ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い

※
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

高
齢
・
障
が
い
者
ご
み
シ
ー
ル

　
高
齢
や
身
体
の
障
が
い
な
ど

の
た
め
、
紙
お
む
つ
、
ス
ト
マ
、

腹
膜
透
析
液
バ
ッ
グ
を
常
時
利

用
し
て
い
る
人
に
、
申
請
に
よ

り
ご
み
シ
ー
ル
を
追
加
交
付
し

ま
す
。

交
付
申
請
　
４
月
１
日
昭
～
、

初
め
て
の
申
請
に
は
証
明
が
必

要
で
す
。
環
境
衛
生
課
、
金
剛

連
絡
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書

に
「
障
が
い
者
等
日
常
生
活
用

具
給
付
等
決
定
通
知
書
」
の
コ

ピ
ー
を
添
付
す
る
か
、
次
の
い

ず
れ
か
の
人
に
証
明
を
受
け
て
、

環
境
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡

所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い

◆
医
師
（
開
業
医
、
か
か
り
つ

け
医
な
ど
）

◆
地
域
の
民
生
委
員

◆
町
総
代
（
自
治
会
長
）

◆
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

※
２
年
目
以
降
、
証
明
は
不
要

で
す
が
、
申
請
は
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
４
４
～
１
４
６
）

紙おむつを利用している

人（世帯）にごみシールを

追加交付します

市短時間非常勤職員（会計年度任用職員）
を募集します

●子育てコンシェルジュ（利用者支援専門員）

　子どもや保護者、または妊娠中の人に、個々のニーズ

にあった子育て支援施策を選択し、教育・保育施設や地

域の子育て支援事業などを利用してもらう手助けとし

て、子育てコンシェルジュ（利用者支援専門員）を募集

します。

勤務時間　祝日を除く月～金曜日、午前９時～午後５時

３０分の間で４.７５時間

勤務地　市役所

賃金　時給９７０円

申し込み　４月１６日(金) までに、こども未来室に備え付け

の申込用紙に必要事項を記入し、写真を添えて、こども

未来室（内線２０３）へ

※申し込み方法など詳しくは、募集要領をご覧ください。

※申込用紙、同要領は子育て応援サイトTonTon

〔https://ton-ton.jp/〕からダウンロードもできます。

４月１日(木)～、プラスチック製容器包装
のごみ収集が午前７時からに変わります

　４月１日(木) より、プラスチック製容器包装のごみ収

集の開始時間が、午前７時からに変わります。

　プラスチック製容器包装以外の資源ごみ（カン・ビ

ン・ペットボトル・牛乳パック）の収集については、

引き続き、午前９時から収集します。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４４）

４月より、し尿くみ取り手数料の支払い
方法が変わります

　４月分より、し尿くみ取り手数料の支払い方法が、

納付書での支払いに変わります。４月１日(木) 以降、く

み取り証紙は、使用できません。

　残ったくみ取り証紙は、令和８年３月３１日(火) まで環

境衛生課で返金します。　※４月１６日(金) まで、返金の

手続きを一時中止しています。

問い合わせ　環境衛生課（内線１４４）

　
本
市
で
は
、
市
内
で
の
創
業

を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

市
創
業
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
も
本
市
と
羽
曳
野
市

の
２
会
場
で
４
回
に
分
け
て
、

創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無

料
で
学
べ
る「
創
業
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
回
の
全
日
程
を
受

講
し
、
証
明
書
を
発
行
さ
れ
た

人
は
、
創
業
す
る
際
に
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
や
優
遇
措
置
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

※
支
援
や
優
遇
措
置
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
商
工
観
光
課
の
ペ
ー
ジ
）

第
１
回

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

令
和
３
年
度

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
　

日
、
５
月
７

３０

日
、　

日
、　

日
の
金
曜
日
、

１４

２８

午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
商
工
会

定
員
　
　
人
２０

申
し
込
み
　
４
月
６
日
昇
～
、

富
田
林
商
工
会
〔
察
　
１
１
０

（２５）

１
〕、
ま
た
は
商
工
観
光
課
（
内

線
４
８
１
）
へ
（
申
し
込
み
先

着
順
）

※
第
２
回
は
６
月
～
、
第
３
回

は
８
月
～
、
第
４
回
は
　
月
～

１０

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
い
日
程
や
、
申
し
込
み
の

受
け
付
け
開
始
時
期
な
ど
は
決

ま
り
次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。



１６

　
急
速
充
電
設
備
と
は
、
電
気

自
動
車
な
ど
を
急
速
に
充
電
す

る
た
め
の
設
備
で
す
。
主
な
改

正
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
規
制
の
対
象
と
な
る
急
速
充

電
設
備
は
、
全
出
力
が
　
㌔
㍗

２０

超
か
ら
２
０
０
㌔
㍗
以
下
の
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

②
コ
ネ
ク
タ
ー
の
落
下
防
止
、

ケ
ー
ブ
ル
冷
却
液
の
液
も
れ
対

策
な
ど
、
急
速
充
電
設
備
に
係

る
位
置
、
構
造
お
よ
び
管
理
に

関
す
る
基
準
が
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

③
全
出
力
が
　
㌔
㍗
を
超
え
る

５０

急
速
充
電
設
備
に
つ
い
て
は
、

設
置
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
予
防
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔
察
　
１
１
２
４
〕

(２３)

急
速
充
電
設
備
に
関
す
る

市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、　

～
４０

　
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者

７４に
対
し
て
４
月
下
旬
に
「
特
定

健
康
診
査
受
診
券
」
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
令
和
４
年
３
月
　３１

日
昭
ま
で
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　
受
診
券
の
郵
送
に
よ
る
再
交

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
受
診

す
る
ま
で
無
く
さ
な
い
よ
う
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

特
定
健
康
診
査
の
内
容
　
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着

目
し
た
健
康
診
査
で
、
問
診
、

身
体
計
測
、
腹
囲
・
血
圧
測
定
、

血
液
・
尿
検
査
、
診
察
な
ど
　

※
同
一
年
度
内
に
受
診
券
を
利

用
で
き
る
の
は
、「
国
民
健
康
保

険
総
合
健
康
診
断
（
人
間
ド
ッ

ク
）」
と
「
特
定
健
康
診
査
」

の
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。
な

お
、
人
間
ド
ッ
ク
に
受
診
券
を

利
用
す
る
と
、
本
人
負
担
額
が

従
来
よ
り
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

同
診
査
の
対
象
者
な
ど
　
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
の
う
ち
、

実
施
年
度
中
（
４
月
１
日
～
翌

年
３
月
　
日
）
に
　
～
　
歳
に

３１

４０

７４

な
る
人
に
年
１
回
実
施
（
昭
和

　
年
９
月
～
　
年
３
月
生
ま
れ

２１

２２

の
人
に
限
り
誕
生
日
の
前
日
ま

お届けしますお届けします！！
特定健康診査受診特定健康診査受診券券

で
受
診
可
）。
た
だ
し
、　

月
１１

１
日
以
降
に
同
保
険
に
加
入
し

た
人
は
除
き
ま
す

※
詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
掲
載
さ
れ
て
い

る
実
施
指
定
医
療
機
関
で
受
診

し
た
場
合
、
追
加
項
目
健
診
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

※
資
格
喪
失
し
た
場
合
は
受
診

券
の
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
全

額
自
費
負
担
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
資
格
喪
失

の
届
け
出
の
遅
れ
な
ど
で
喪
失

日
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
場
合
も
同

様
で
す
。

※
同
診
査
の
案
内
の
た
め
に

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
電
話
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
保
険
年
金
課

（
内
線
１
５
５
）

総合健康診断（人間ドック）
を実施しています

　国民健康保険では、加入者の健康保

持増進のため、特定健康診査の他に、

人間ドックを実施しています。

ところ　済生会富田林病院健診セン

ター、ＰＬ病院

対象者　市国民健康保険加入者で、同

一年度内に人間ドック、特定健康診査

を受診していない人　

※同保険料を完納している人に限りま

す。

費用　有料（市が２分の１負担）

※詳しくは、市ウェブサイト（保険年

金課のページ）または特定健康診査受

診券に同封のパンフレットをご覧くだ

さい。

問い合わせ　保険年金課（内線１５５）

令和３年度介護保険料仮決定通知書を 
発送します

　６５歳以上の人に４月上旬に令和３年度介護保険料仮

決定通知書を発送しますので、納入期限内に、保険料

を納付してください。口座振替の申し込みをしている

人は指定口座より引き落とします。特別徴収の人は年

金から天引きします。

問い合わせ　高齢介護課（内線１７５、１７６）

　
収
容
人
員
が
一
定
人
数
以
上

の
建
物
は
、
防
火
管
理
者
を
選

任
し
、
届
け
出
る
こ
と
が
消
防

法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
防
火
管
理
者
を
変
更
す
る
場

合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
収
容
人
員
は
定
期
的
に
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
防
火
管

理
者
を
選
任
し
、
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（
予
防
課
の
ペ
ー
ジ
）
を
ご

覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔
察
　
１
１
２
４
〕

（２３）

防
火
管
理
者
の
届
け
出
は

お
済
み
で
す
か

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫



１７

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医

後
期
高
齢
者
医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療

ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら

に
関
す
る
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

後期高齢者医療健康診査の受診を

健康診査

　４月下旬から５月上旬に被保険者に「健康診査受診券」を送付

します（年度途中に被保険者となる人には、誕生月の翌月に送付

します）。受診券に記載された有効期限内に、指定の医療機関な

どで、健康診査を１回、無料で受診できます。　

※事前に、受診する医療機関へ連絡が必要です。

歯科健康診査

　４月下旬から５月上旬に被保険者に「歯科医院リスト」を送付

します（年度途中に被保険者となる人には、誕生月の翌月に送付

します）。掲載の歯科医院で、歯科健康診査を１回、無料で受診で

きます。

※いずれも病院または診療所に６カ月以上継続して入院している

人、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人ホーム、

障がい者支援施設などに入所または入居している人は対象になり

ません。なお、退院・退所したなど変更があった場合は、お問い

合わせください。

問い合わせ　府後期高齢者医療広域連合給付課〔察０６(４７９０)２０３１〕

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
お
知
ら
せ
と
納
付
方
法

■
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
で
な
い
場
合
）

　
今
年
７
月
に
、
令
和
３
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

決
定
（
本
算
定
）
に
係
る
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
基
づ
き
、
納
付
書

払
い
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
状
況
に
よ
り
、
　

月
よ
り
特

１０

別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

に
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
特
別
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら

天
引
き
の
場
合
）

　
年
金
受
給
額
が
年
額
　
万
円

１８

以
上
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

年
６
回
（
偶
数
月
）
の
年
金
受

給
時
に
、
次
の
と
お
り
年
金
か

ら
保
険
料
が
天
引
き
さ
れ
ま

す
。

◇
４
・
６
・
８
月
分

　
令
和
２
年
度
は
普
通
徴
収
で

納
付
さ
れ
て
お
り
、
誕
生
月
に

よ
り
今
年
４
・
６
・
８
月
か
ら

新
た
に
特
別
徴
収
と
な
る
人
に

は
、
令
和
２
年
度
の
保
険
料
額

を
も
と
に
仮
徴
収
額
を
決
定
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
事
前
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
今
年
２
月
に
保
険
料
を
特
別

徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
、

４
・
６
・
８
月
の
年
金
受
給
時

に
、
２
月
の
納
付
額
と
同
額
を

仮
徴
収
額
と
し
て
特
別
徴
収
す

る
場
合
、
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
。
な
お
、
年
金
天
引
き
額
が

同
じ
年
の
間
で
変
動
す
る
場
合

は
、
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

◇
　
・
　

・
２
月
分

１０

１２

　
令
和
３
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
が
決
定（
本
算
定
）

さ
れ
、
　

月
分
以
降
が
特
別
徴

１０

収
と
な
る
場
合
、
７
月
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
に

変
更
で
き
ま
す

　
保
険
料
の
納
付
方
法
が
特
別

徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）

の
人
や
、
新
た
に
特
別
徴
収
に

変
更
さ
れ
る
人
は
、
申
し
出
に

よ
り
年
金
か
ら
の
天
引
き
を
口

座
振
替
で
の
納
付
に
変
更
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
福
祉
医
療
課

（
内
線
１
５
８
、
１
５
９
）

後期高齢者医療制度人間ドック費用
の一部を助成します

　被保険者を対象に、人間ドック受診費用の一

部を助成しています（２万６０００円を限度に年度

内１回限り）。

申し込み　令和４年３月３１日(木) までに、受診し

た人間ドックの領収書、検査結果通知書など受

診した検査項目が分かるもの、被保険者証、助

成金を振り込むための口座番号が確認できるも

のを持って、福祉医療課（内線１５８、１５９）へ

※支給は後日となります。

※人間ドックの領収書は、申請まで大切に保管

してください。

※脳ドックなどのオプション検査費用は助成対

象になりません。

問い合わせ　府後期高齢者医療広域連合給付課

〔察０６(４７９０)２０３１〕



１８

　
今
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射

と
飼
い
犬
登
録
を
左
表
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。

※
な
お
、
雨
天
の
場
合
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
小
雨
決

行
。
中
止
が
決
定
し
た
場
合
、

そ
の
後
天
候
が
回
復
し
て
も
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活
動

（
清
掃
活
動
、
防
火
・
防
災
活
動
、

防
犯
活
動
、
社
会
福
祉
活
動
な

ど
）
中
の
事
故
・
災
害
に
対
し
、

責
任
者
の
賠
償
責
任
や
参
加
者

の
け
が
に
よ
る
入
院
・
通
院
な

ど
の
費
用
を
市
で
 補
  填
 す
る
こ

ほ
 
て
ん

と
に
よ
っ
て
、
住
民
活
動
の
促

進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
保

険
に
は
、
市
が
一
括
加
入
し
、

保
険
料
も
市
で
負
担
し
ま
す
。

令
和
３
年
度
分
の
加
入
申
請
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日
峨
～
令

和
４
年
６
月
１
日
昌

加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
対
人
賠
償
限
度
額
＝
被
害
者

１
人
に
つ
き
２
０
０
０
万
円
、

１
事
故
に
つ
き
１
億
円

・
対
物
賠
償
限
度
額
＝
１
事
故

に
つ
き
５
０
０
万
円

※
い
ず
れ
も
免
責
１
万
円
。

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
万
～
２
０
０

万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
親
睦

活
動
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日
昭
ま
で

１５

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動
実
績

（
活
動
回
数
と
活
動
人
数
を
ま

と
め
た
資
料
）
と
今
年
度
の
活

動
予
定
を
添
え
て
、人
権
・
市
民

協
働
課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係

す
る
部
署
へ
（
初
め
て
加
入
申

請
さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿

を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
申
請
用
紙
は
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
人
権
・
市
民
協

働
課
（
内
線
４
７
３
）

住民活動災害保障保険の

加入申請を受け付け

令和３年度分

飼い犬等不妊手術費の助成を 　　 
9月30日(木)で終了します

　本市では、市民を対象に、飼い犬などの不妊手

術費用の一部を助成する飼い犬等不妊手術費の助

成を実施してきましたが、９月３０日をもって助成

を終了します。なお、令和３年度の助成を受ける

場合は、９月３０日までに申請が必要です。

問い合わせ　環境衛生課（内線１３９）

そ
の
日
は
中
止
と
な
り
ま
す
）。

※
体
調
な
ど
に
不
安
が
あ
る
場

合
や
治
療
・
投
薬
中
の
場
合
は
、

か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院
で
の

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

費
用
　
１
匹
に
つ
き

・
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

（
生
涯
１
回
）

・
注
射
手
数
料
３
３
０
０
円

（
狂
犬
病
予
防
注
射
２
７
５
０

円
、
注
射
済
票
５
５
０
円
）

※
犬
が
暴
れ
る
と
注
射
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
会
場
に
は
犬
を
お

と
な
し
く
で
き
る
人
が
連
れ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
３
９
、
１
７
１
）



１９

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、
令
和
４
年
３
月
　
日
３１

昭
ま
で
に
実
施
し
、
確
認
書
類

を
提
出
で
き
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業

文
化
事
業
を
助
成
し
ま
す

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業

申
し
込
み
　
４
月
　
日
晶
ま
で

３０

に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
 
T
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
 （
き
ら
め

ト

ピ

ッ

ク

き
創
造
館
）
１
階
生
涯
学
習
課

〔
緯
　
８
０
５
６
〕
へ
　

（２６）

※
申
請
書
は
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
生
涯
学

習
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

●
平
町
農
園
（
喜
志
地
区
）

と
こ
ろ
　
平
町
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
奥
本
　
房
子
さ

ん
〔
察
　
１
０
６
３
〕

（２６）

●
喜
志
新
家
町
農
園

と
こ
ろ
　
喜
志
新
家
町
二
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
山
崎
　
レ
イ
コ

さ
ん
〔
察
０
７
２
（
７
５
４
）

０
２
０
７
〕

●
宮
甲
田
農
園

と
こ
ろ
　
甲
田
六
丁
目

利
用
料
　
年
額
３
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
森
元
　
多
鶴
子

さ
ん
〔
察
　
２
７
７
７
〕

（２４）

●
寺
池
台
農
園

と
こ
ろ
　
寺
池
台
三
丁
目

利
用
料
　
年
額
４
５
０
０
円

（
１
区
画
　
平
方
㍍
）

１５

問
い
合
わ
せ
　
中
尾
　
行
宏
さ

ん
〔
察
　
５
３
５
９
〕

（２９）

市民体験農園

利用者を募集

市長と語ろう！わがまち富田林

　さまざまな活動をされている皆さんの声を、今後の

まちづくりにつなげます。

　市政に関しての建設的な意

見や提案、アイデアなどを市

長に直接お聴かせください。

とき　５月２８日(金) 、午後６時

～、午後７時～（１組当たり３０分）

ところ　市役所

対象者　市内在住・在勤・在学の人を含む団体または

グループ

定員　２組（各組、最大５人まで）

申し込み　４月２６日(月) （土・日曜日を除く午前９時～午

後５時３０分）までに、市役所１階都市魅力課に備え付

けの申込書に必要事項を記入し、同課（内線１８４）へ

（申し込み多数の場合抽選）

※申込書は市ウェブサイト（市長の部屋のページ）か

らダウンロードもできます。

Ｐｉｃｋ　ｕｐ！

２月、災害ボランティア「ス

クラム」が、駅前などでマス

クを配布しながら着用の重

要性を呼び掛けました。

３月６日～１４日、市制施行７０

周年記念協賛事業として、富

田林寺内町がモチーフのイラ

スト展が開催されました。

３月９日～１１日、市役所に東

京２０２０オリンピック聖火リ

レートーチが飾られました。

３月８日～１４日、エコール・

ロゼで、東日本大震災から１０

年を機にパネル展を開催し

ました。 


